
＜全国会員数調査結果速報＞ 
令和7年10月1日現在の全国加盟断酒会所属会員数調査の結果を集計ました。4月比168名の減少です。 

 

全断連主催行事報告 

① 関東ブロック断酒学校 

10月 4、5日茨城県立さしま少年自然の家で開催。 

・1日目：断酒研修①～④を実施し、断酒研修④は、

ｵﾝﾗｲﾝ併用のハイブリッド方式を採用。 

・2日目は、研修⑤～⑦を実施。 

・研修②③④⑤では、別室で分科会も実施。 

医療 3,支援 1,一般 1,断酒会本人・家族 88,計 93名 

② 中国ブロック断酒セミナー（岡山） 

10月25,26日 岡山県青少年教育ｾﾝﾀｰにて開催。 

・テーマ：「原点回帰」 

4班に分かれて、魅力ある例会づくり・断酒会・家

族会の意義と果す役割・社会に対する啓蒙活動につい

て論議が交わされた。 

中国 5県より会員 76名、家族 26名、総計 102名。 

③ 四国ブロック学習会（徳島）／家族一日研修会   

 10月26日 阿波市土成中央公民館にて開催。 

・午前：講演；佐々木理恵氏「つながる・伝わる・広

がる！スマホ活用」 

～断酒会におけるデジタルの利活用～ 

・午後：体験談発表 

 本人37名、家族22名、一般1名 総計60名 

④ 中部ブロック秋季研修会（山梨） 

 11月1，2日 山梨県南アルプス市湧暇李の里・ 

樹園にて開催。本人の体験談とは別に、家族のみで集

う場を設け、お互いに共感しあい、絆を深める内容の

研修会となった。参加者→会員 42 名、家族 8 名、医

療1名  総計51名 

 

都道府県連主催行事報告 

① 北摂断酒連合会一日研修会 

 8月3日 北摂市コミュニティプラザにて開催。 

  体験談23名。分科会は家族24名、ｱﾒｼｽﾄは14名 

が参加。全体会場でも家族の体験談が語られた。 

医療・福祉10、一般10、断酒会94、総計114名 

② 静岡県断酒会第 9回家族の分かち合い 

 8月24日 菊川文化会館で開催。   

 酒害のみならず、薬物・ギャンブル依存症の家族の

参加もあった。体験談を通じて、家族の苦しさ、寂し

さ、悔しさなど色々な思いを共有し、励まし合うこと

ができた。参加者一般 3名を含む総計 198名 

③ 北海道アメシストの集い 

8月31日旭川市北部住民センターで開催。 

・講演：高村茂美氏（相川記念病院 看護部長） 

 看護学校での授業内容を法令等も交えて話された。 

参加者総計15名。 

④ つくばね一泊研修会 

9月6,7 日茨城県立中央青年の家で開催。 

・初のオンライン参加も実現した。 

・研修や分科会に加え、休憩時間の交流も活発で、断酒

体験談や依存症に関する語りが深い共感を呼んだ。当日

参加者も多く、次回への期待が高まった。参加者78名 

⑤ 第 7回東京多摩断酒新生会一泊研修会 

9月13，14日、八王子のセミナーハウスで開催。 

大会の目的「体験談まみれの2日間」の通り、医療

従事者、家族、断酒会会員等延べ63話の体験談を 

聞くことができた。 
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 2025.10 対 4 月増減  2025.10 対 4 月増減  2025.10 対 4 月増減 

北海道 91 -16 福井 9 0 鳥取 63 -6 

青森 3 0 石川 3 0 島根 74 -6 

秋田 14 0 山梨 21 0 山口 54 -5 

岩手 22 0 長野 37 -2 香川 77 6 

山形 24 1 静岡 273 0 徳島 41 0 

宮城 61 -4 愛知 302 -5 高知 44 -4 

福島 30 -5 岐阜 27 -2 愛媛 38 0 

茨城 57 2 三重 68 -7 福岡 140 3 

栃木 70 0 滋賀 58 -1 佐賀 12 0 

群馬 9 0 京都 154 -2 長崎 42 0 

埼玉 233 1 奈良 69 -1 大分 99 -2 

千葉 173 -2 和歌山 39 0 熊本 68 -3 

東京 246 0 大阪 522 -42 宮﨑 38 0 

多摩 33 -2 兵庫 198 -6 鹿児島 5 0 

神奈川 282 -12 岡山 100 -4 沖縄 99 0 

新潟 31 -9 津山 19 0    

富山 36 -1 広島 207 -4 合計 4,415 -142 



⑥ 第 55回広島県断酒会連合会江田島研修会 

9月13日～15日国立江田島青少年交流の家で開催。 

 今回は、講演を呉みどりケ丘病院院長の長尾早江子

先生 1人だけとし、会員・家族全員に多くの発言の時

間が取れるよう企画した。県内会員にとって、日ごろ

聴くことのない県外会員の体験を聴ける良い機会と

なった。参加者：行政・医療関係者、県内外の断酒会

員・家族、療養生合計 149名 

⑦ 香川県断酒会一日研修会 

 9月14日丸亀市綾歌町の岡田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰで開催。  

 四国、中国、近畿等各ブロックより、多数の参加が

あり、貴重な体験談が語られた。行政・医療 20、断酒

会 130（県外 80、県内 50） 総計 150名  

⑧ 関東ブロックアメシストの集い 

 9月21日 江東区総合区民センターで栃木県主管に

より開催。6県からのご参加いただき、断酒継続を誓

った。 

医療関係・支援者12、入院患者3、家族8、朋友アメ

シスト、関東アメシスト44名、合計67名 

ブロック協議会報告 

① 近畿ブロック協議会 

10月12日滋賀県男女共同参画ｾﾝﾀｰで開催。25名 

（三重3、滋賀5、京都5、奈良5、大阪5、兵庫2） 

１． 各会から会員数推移と行事予定の報告 

２． 特記事項 

・兵庫県依存症に関する自助ｸﾞﾙｰﾌﾟ等活動支援補助金 

制度に事業申請（兵庫県断酒会、神戸市断酒会、阪

神断酒会、芦屋断酒会）。神戸市断酒会ｾﾐﾅｰ（9/11）

と学習会（11/3）に、当該制度が適用された。 

・京都：京都市内で就労支援B型作業所開設の準備中。 

 京都市のふるさと納税助成金としてｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

を活用する→協力要請 

・三重：ｱﾙｺｰﾙフォーラム（三重県受託事業） 11/2 

・大阪：近畿ブロック断酒学校 11/14～16 

３． 全断連報告 

・全断連セミナーの新テーマの提案について。 

・全断連会費の改定について 

 早期の改定に関する説明資料を求め、各県連内に周

知、1 月の代表者会議でﾌﾞﾛｯｸとしての意見を集約。 

４． 近畿ブロック（大阪）大会報告 

５． 近畿ブロック（三重）大会予定 R8.9/20 

② 中国ブロック会長会 

 9月6日山陰断酒学校に合わせ、玉湯公民館で開催。

中国 5 県から会長、副会長、理事など 19 人が参加。

林藤孝全断連理事長も特別参加し、挨拶を受けた。 

１．令和 6年度会計報告 

２． 全断連理事会報告 

３． 第 61回中国ﾌﾞﾛｯｸ（岡山）大会 R8.4/19 

４． SBIRTS普及促進の展開状況について 

岡山の取組成果が報告され、各県の参考になった。 

５．今後の研修会予定 

６． 全断連会費の値上げについて各県の状況報告が 

あり。明確に反対の県はなかったが、より会員の理 

解を深めるため、今後、全断連の方針を周知する。 

③ 四国ブロック協議会 

9月14日、岡田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰで開催。19名参加 

（香川6、徳島4、高知5、愛媛4） 

１．全断連関連事項 

・第62回全国（愛知）大会 

・四国ブロック学習会・家族一日研修会の確認 

・四国ブロックアメシストの集い 

・令和7年度SBIRTS普及促進ｾﾐﾅｰ（徳島）1/18 

２．各県イベント 

・愛媛県ワンナイトセミナー R8.1/10,11 

・アルコール関連問題啓発セミナー 

香川：市民公開ｾﾐﾅｰ「お酒の問題と自殺予防」11/8 

３．第66回全国（四国）大会の開催地の検討 

４．全断連会費改定の検討 結論は出ず。 

SBIRTS普及促進セミナーin長崎 

10月12日長崎市出島メッセ長崎で、オンライン配

信併用のハイブリッド方式により開催。 

長崎県では昨年に続き3回目の開催。 

【主催】（公社）全日本断酒連盟 

【主管】長崎県断酒連合会 

【後援】長崎県、（一社）長崎県医師会 

【基調講演】菅沼直樹氏 

（医療法人成精会 刈谷病院 ｱﾃﾞｨｸｼｮﾝｾﾝﾀｰ長） 

「SBIRTSの活用と普及促進について」 

【次第】 

１．開会の挨拶：林和博（全断連 事務局長） 

２． 基調講演：菅沼直樹氏 

３．ワーク・ショップ：SBIRTSの実践 

（医師）菅沼先生、（本人）桐野哲治 

（断酒会会員）片渕学、西村岳久 

（ナレーター）西村岳久 

４．体験談：桐野哲治 

５．パネルディスカッション：「地域連携による依存症 

の早期発見・早期対応、継続支援とSBIRTSの展開」 

・菅沼直樹氏 コーディネーター  

・塚崎 稔氏（医療法人清潮会 三和中央病院 院長） 

・福田貴博氏（医療法人見松会あきやま病院 副院長）  

・遠藤晋介氏（医療法人健豆会 

えんどうﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ 院長） 

・内田美緒氏（長崎こども女性障害者支援センター 

     障害者支援部 精神保健福祉課 主任主事） 

・西村岳久 （長崎県断酒連合会 事務局長） 

７．閉会の言葉：森永健司（長崎県断酒連合会 会長） 

８．総合司会： 升永久則（長崎県断酒連合会） 

【参加者】会場 27名、Web 18名、総計45名 

（会場）行政6、医療8、自助ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2、断酒会11 
 

全断連主催行事予定‐令和 8年3月まで 

2／6～8     大雪断酒学校（旭川） 

3／7、8   中部ブロック春季一泊研修会（山梨） 

 3／22      令和7年度第2回定例理事会 


